
 

当院救急外来で CT を撮影した患者様の中で、放射線科医の読影結果を救急医

が確認後に連絡を要した症例に関する研究のお知らせ 

 

帝京大学医学部附属病院では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間：2017 年 10 月 18 日～2019 年 9 月 24 日 

 

〔研究課題〕  

当院救急外来で CTを撮影し、放射線科医読影後に連絡を要した症例の検討。 

〔研究目的〕  

救急外来で CTを撮影した症例は可及的速やかに放射線科医による読影が行われます。 

救急医による読影結果確認後に、検査目的と異なり緊急を要する所見を認める症例も存在します。その

ような場合、患者さまやご家族、担当医などの当該関係者に連絡をさせていただいております。研究で

は救急外来で撮影した CTのうち放射線科医の読影結果を救急医が確認後に、連絡を受けた症例の特徴

について検討します。 

〔研究意義〕  

連絡を要した症例の特徴について検討することによって、日常診療における救急医の画像診断の見逃

し症例を減少させ、検査目的とは異なる疾患の早期発見や予防に寄与できることを今回の研究の意義と

しております。 

〔対象・研究方法〕  

 2017 年 4 月 1 日から 2018 年 3 月 31 日に救急外来で撮影した CT の 9,292 例について、放射線科の読

影結果を救急医が確認後に連絡を受けた症例について、年齢、性別や各臓器において撮影した部位にど

のような問題があるのか検討します。 

〔研究機関名〕  

帝京大学医学部附属病院総合診療 ER センター 

〔個人情報の取り扱い〕 

 本試験で得られた結果については、個人情報が特定できる情報は使用しません。プライバシーに関す

る個人情報は厳重に保護されます。 

〔その他〕 

本研究は施行済みの CT結果に関する後ろ向き観察研究です。研究参加者の新規負担や支払いは 

発生いたしません。 



 

問 い 合 わ せ 先 

 

対象となる患者様で、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合や、研究につい

てより詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

研究責任者：（連絡先）帝京大学医学部附属病院救急科（ER） 

       助手 竹内慎哉（モバイル番号 16592） 

  

研究分担者：（連絡先）帝京大学医学部附属病院救急科（ER） 

       後期研修医 玉井大地（モバイル番号 8916） 

 

住所：東京都板橋区加賀 2-11-1  TEL：（代表）03-3964-1211 〔内線３３１０９〕 


